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●展示室3・4

いわさきちひろは、生涯一貫したテー
マとして「子ども」を描き、あらゆる姿
と幼心の機微を絵のなかにとらえまし
た。やわらかな髪やふっくらとした肌、
つぶらな瞳、短い手足に愛くるしい仕草
……ちひろの描くあかちゃんや子ども
は、いきいきと魅力にあふれています。
ちひろは、１０ヵ月と １歳のあかちゃん

の月齢を描き分けることができたといい
ます。こうした絵は、子育てのなかで息
子やその友だちが遊ぶようすをスケッチ
し、また育児書のためのたくさんのカッ
トを描いたなかで生み出されました。
本展では、息子をモデルにしたスケッ
チやさまざまに遊ぶ子どもたちを描いた
作品、ちひろ自身の姿とも重なる少女
像、絵本『ぽちのきたうみ』などを展示
するほか、『育児の百科』など、医師・
松田道雄との仕事にも注目します。
母のまなざし―息子をモデルに

図 1　長男・猛　19５1年

「長男・猛」（図 １）は、生後 ２ ヵ月
半の息子をスケッチしたものです。１９５１
年、３２歳で母親になったちひろは当時の
心境を「うしおのように流れだす愛情
を、どうしようもなくて」と記していま
す。そのよろこびも束の間、仕事と育児
の両立は厳しく、 １ヵ月半の息子を長野
県松川村の両親に預けなくてはならなく
なり、お金ができると会いに行く生活が
１０ヵ月近く続きます。滞在中のわずかな
時間に描かれたスケッチからは、わが子
の姿を脳裏に焼きつけようとする切々と
した思いと、深い愛情が感じられます。
翌１９５２年にようやく新居（練馬区下石
神井、現ちひろ美術館・東京）での親子
３人の暮らしが始まり、１９５６年には息子
・猛をモデルにした初の絵本『ひとりで
できるよ』を制作します。息子や身近な
子どもたちの成長を見守りながら、優れ
た観察眼とデッサン力によって、あらゆ
る姿や動作を “そら ” で描けるようにな
っていきました。１９５０年代から６０年代半
ばに仕事の中心だった絵雑誌の絵（図
２）では、ひとりひとりの仕草を丁寧に
描き分けると同時に、子どもたちをどう

配置するかなど構図を工夫しています。
『育児の百科』など松田道雄との仕事
ちひろは小児科医・松田道雄の著作に

数多くの挿し絵を描いています。１９５３年
に『家族の健康』を手がけて以降、『私
は赤ちゃん』『私は二歳』など育児書を
中心に計１１冊、描いた作品は習作を含め
ると７００点にも及びます。核家族化が進
み、社会や家庭のあり方が大きく変わる
なか、新米の親に安心感を与えようと、
特に母親に寄り添う松田の筆致は、あた
たかくユーモアにあふれ、多くの親を励
ましました。ちひろが多くの育児書の仕
事を引き受けたのも、松田のそうした姿
勢への共感があったのかもしれません。
１９６７年に出版された『育児の百科』
は、誕生から就学前の子どもたちの成長
過程を、月齢や年齢別にきめ細やかに解
説した７７０頁超の大部の著作です。それ
ぞれの発達段階に沿った描写が求められ
たことから、ちひろは保育園でのスケッ
チを重ね、月齢別のあかちゃんや幼児の
体つき、仕草を的確にとらえたカット
（図 ３・図 ４）１０７点を描きあげました。
子どもの立場に立った育児や医療、集

団保育への提言など時代に先がけた内容
を含む同書は、母親たちのバイブルとな
り、８０年に新版、８７年に最新版と改訂を
重ね、今も読み継がれる名著です。

図 ３　おもちゃとハイハイ
しようとするあかちゃん　
『育児の百科』（岩波書店）
より　196７年

図 ４　遊ぶ子どもとあかち
ゃん　『育児の百科』（岩波
書店）より　196７年

この仕事を契機に、成長のわずかな違
いを描き分けるまでになり、あかちゃん
の魅力を知り尽くしたちひろは、１９７０年
代、水彩の微妙なにじみと濃淡による表
現で、あかちゃんの秀作を数多く生み出
しました（図 ６）。頬や指先にほどこさ

れた赤味は、透き通るような肌を通し
て、みずみずしい生命を感じさせます。
手や指の表情が豊かなことも、ちひろが
描くあかちゃんの魅力のひとつです。
『ぽちのきたうみ』
『ぽちのきたうみ』は、ちひろが文も

書いた至光社の絵本シリーズの最後とな
る ６作目の絵本です。夏休みをおばあち
ゃんの家で過ごす少女が、愛犬ぽちの到
着を待ちわびるようすを描いています。
ちひろは、夏の空と海の輝きや、少女と
小犬の生命感あふれる姿を、大胆な筆づ
かいと鮮やかな色彩で表現しました。
「海辺のひまわりと少女と小犬」（図
５）はこの絵本の習作として描かれまし
た。夏の象徴である大輪のひまわりのむ
こうに、海辺を走る少女と小犬の姿がと
らえられています。遠く波間に浮かぶ子
どもたちの顔の表情は描き込まれてはい
ませんが、夏休みを謳歌する子どもたち
の歓声が、今にも聞こえてきそうです。
本展ではほかにも、春の野原や緑濃い

山のなかで、夏の海や牧場でと、思い思
いに遊ぶ子どもたちの姿を描いた作品を
紹介します。あかちゃんや幼い子どもの
愛らしいカットが大集合した拡大パネル
もあります。まさに子ども百景、たくさ
んのあかちゃんや子どもたちとの出会い
をお楽しみください。� （山田実穂）

ちひろ　子ども百景
●２０２３年６月２４日（土）～１０月１日（日）

主催：ちひろ美術館

図 6　おつむてんてん　19７1年

図 2　指人形で遊ぶ子どもたち　1966年 図 ５　海辺のひまわりと少女と小犬　19７３年
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●展示室１・２

安曇野ちひろ美術館での昨年秋の展覧
会に続き、ちひろ美術館・東京でも谷内
こうた展を、作品を一部入れ替えて開催
します。
日本とフランス
谷内こうたは、７１年の人生の半分以上
をヨーロッパ、主にフランスで暮らしま
した。今でこそ、海外に移住する日本人
はめずらしくなくなりましたが、彼が初
めてヨーロッパへ渡った１９７１年にはまだ
特別なことで、当時の日本の週刊誌にグ
ラビア記事が掲載されました。
幼いころから絵が好きで欧州への憧れ
を持ち、フランスで活躍した洋画家の青
山義雄（１８９４～１９９６）との交流が身近に
あった谷内は、やがてフランスに住み、
描くようになります。一方で、彼は自分
が日本人であるという意識を終生持ち続
け、実際、彼は作品を日本へ送り、日本
からの仕事によって生活していました。
妻・富代のことばによると、「フラン
スがアトリエで、日本が発表の場」であ
った谷内ですが、その絵本には、俳句の
ような省略の美とともに、彼が日々体験
した欧州の乾燥した風やはっきりした光
が感じられます（図 １）。

図 1 　『のらいぬ』（至光社）より　19７３年　個人蔵

イラストレーションとタブロー
本展では、谷内の絵本のための作品の
みならず、初公開の初期ドイツ時代の油
彩画を含めたタブローも展示します。
谷内の実家では、父親の四郎がろうけ
つ染めの染色工房を営んでおり、その手
伝いをしていた叔父・六郎に、こうたは
幼いころから
かわいがられ
て育ちました
（図 ２）。
「 週 刊 新
潮」の表紙絵
などで活躍す
るようになっ
た六郎は、後
年谷内に、タ
ブローを描く

よう、強く薦めたといいます。その忠告
は、多才であった六郎でさえ、イラスト
レーションの画家であるが故に、画家仲
間から差別を受けた体験があったからで
した。
タブローだけでは生きていけないと感

じていた谷内は、絵本のほかにも、多く
の雑誌の表紙絵などのイラストレーショ
ンを描きました。最初にヨーロッパへ渡
ったときから１３年間手がけた、東京ガス
の広報誌「星」の表紙絵は、小さいサイ
ズのなかにも谷内の目がとらえた風景の
一コマが、鮮やかに切り取られています
（図 ３）。
一方、彼が描き続けたタブローには、

目の前に見える景色を、空気や温度もと
らえようという丹念な筆のタッチが感じ
られます。時代とともに、描く対象や筆
づかいが変化しながらも、イラストレー
ションとはまた異なる魅力を持つタブロ
ーを谷内は毎年のように日本で行う個展
で発表し続け、多くのファンを魅了しま
した（図 ４）。
イラストレーションであれ、タブロー

であれ、自分は絵描きであるという自負
があった谷内にとって、ふたつのジャン
ルの境界はあまり重要ではなく、次第に
融合していったのかもしれません。
国や時代を超えて
谷内の絵本『なつのあさ』が、日本人

初のボローニャ国際児童図書展のグラフ
ィック賞受賞作となった経緯について
は、美術館だより２１６／１０９合併号に書き
ました。出版された１９７１年当時、テキス
トを限りなくそぎ落し、絵で展開をして
いく谷内独特の絵本はヨーロッパで驚き
をもって迎えられました。それか
ら、５０年以上が過ぎた今、彼の絵本
はフランス、そして台湾、中国など
でも翻訳出版されており、その絵本
の力は、時代や国を超えて伝わって
います。
フランスで１９７１年に初めて翻訳出

版された『なつのあさ』は、２０１７年

にタイトルを短くし、表紙絵もオリジナ
ルと同じ場面にして、別の出版社から再
び出版されています（図 ５・図 ６）。

図 ５ 　フランス語版『なつのあさ』
（Ｅditions du Cerf）　19７1年　表紙

図 6 　フランス語版『なつのあさ』
（MeMo）　201７年　表紙

最後の絵本『ぼくたちのやま』
谷内の絵本デビュー当時からの理解者

であり、彼を支え続けた、至光社の編集
者・武市八十雄と最後に組んだ絵本が、
『ぼくたちのやま』です。見開きごと
に、うつりゆく四季のなかにどっしりと
たたずむ山と、そのふもとで遊ぶ子ども
たちが描かれています（図 ７）。
２０１１年に起きた、東日本大震災の知ら

せをフランスで聞き、福島の人たちを谷
内は案じていました。絵本のあとがきに
彼が記した「自然との共生」は、谷内の
日本への願いなのかもしれません。
� （松方路子）

谷内こうた展　風のゆくえ 主催：ちひろ美術館　協力：谷内富代、至光社、平凡社、ギャラリー杉野
後援：絵本学会、（公社）全国学校図書館協議会、（一社）日本国際児童図書
評議会、日本児童図書出版協会、（公社）日本図書館協会、杉並区教育委員会、
西東京市教育委員会、練馬区●２０２３年６月２４日（土）～１０月１日（日）

図 ７ 　『ぼくたちのやま』（至光社）より　201８年　個人蔵

図 2 　前列左、原宿の家で六郎に
抱かれるこうた　右は父の四郎、
中は五郎　19５３年頃

図 ３ 　北へ行くバス　19８0年　個人蔵 図 ４ 　ノルマンディーの海　200３年　個人蔵
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●活動報告

初山滋研究に長年携わってきた竹迫祐
子（公益財団法人いわさきちひろ記念事
業団理事）の講演会を、オンラインで開
催しました。たくさんの画像を紹介しつ
つ、初山の人と作品の魅力に迫る、あっ
という間の １時間半でした。�（中平洋子）
絵の好きな少年
初山滋（１９８７―１９７３）は、浅草で生ま
れ育ちました。幼いながら息子が絵を描
くのが好きなことを知っていた母親は、
決して豊かではなかった家計をやりくり
し、滋を近所の日本画家のもとへ通わせ
ています。１０歳で入った奉公先に着物の
模様画工房を選んだのも、少しでも絵の
描ける環境にと思ってのことかもしれま
せん。初山は１３歳で、三越の着物の新柄
懸賞で一等を受賞するほど早熟でした。
その後模様画工房を辞め、１４歳で挿し絵
画家・井川洗厓に弟子入り。１９１５年の
「少女画報」にコマ絵が掲載されていま
すが、このあたりがデビューと思われま
す。ご遺族が大切に残された初山の作品
は数多く、まだわかっていないこともた
くさんあり、調査や研究は、現在進行形
です。
画家・初山滋の誕生
初山滋の名を一躍世間に知らしめたの
は、１９１９年に創刊された児童文芸誌「お
とぎの世界」です。表紙絵、口絵、挿絵
を描き、ときには物語も書きました。ち
ひろ美術館では、２００８年に最初の初山滋
展を開催して以来、 ４回目の展示となり
ます。今回、残された資料のなかに、ち
ょうど「おとぎの世界」と同時期と思わ

れる貴重な原画（図 １）が見つかりまし
た。本展で、初公開しています。
その後、初山は「コドモノクニ」をは

じめとする絵雑誌や挿し絵、装丁など子
どもの本の世界で本格的に活躍、日本を
代表する童画家のひとりとなります。
初山滋の線、かたち、色
初山の絵を見た多くの方が「ひとりの

人が描いたとは思えない」というように、
ビアズリーに似たアール・ヌーヴォー調
の繊細な線もあれば、単純なフォルムを
太い線でとらえたもの、また浮世絵の祖
といわれる菱川師宣の簡潔でやわらかく
流麗な線を思わせるものなど、初山は多
彩で変幻自在な線を描いています（図２）。
そして、色にも注目してください。子

どものためのよい本をつくろう、芸術性
の高い仕事をしようという気運が高まる
１９２０年代、初山も「コドモノクニ」や
「コドモアサヒ」などたくさんの絵雑誌
に美しい絵を残しました。いま見ても斬
新なデザイン、構図、多種の画材を駆使
して生み出す独特の色調で、一点一点独
創的な世界を描いています。そこには日
本の伝統的な装飾美や情趣が息づいてい
ます。
ちひろも幼いころ「コドモノクニ」で

初山滋の絵に出会い、「夢のようにいい
気持ちになった」「初山滋の絵の夢にあ
こがれた」とことばを残しています。
幻の創作絵本
今回、これまではバラバラだと思って

いた作品が、一冊の創作絵本だというこ
とを学芸員が発見しました。未発表と思
われる『えほんのあめや』（図 ３）です。
江戸時代のあめ売りの風情を、おかめや
ひょっとこの絵とおどけた口上で伝えな
がら、戦後、甘いものなどとても口にで
きない子どもたちを、せめて絵本で慰め
よう、という思いが込められています。
一場面をのぞき、表紙から裏表紙までの
原画と、初山の手による文字原稿がすべ
て残っていますので、いつか出版が実現
することを願います。

図 ３ 『えほんのあめや』（未発表）より　19４８年　個人蔵

初山滋は自分の感性を信じて、何を表
現したいかにとことんこだわり、故に戦
時下には好んで国策に沿った絵を描か
ず、仕事が減った時期もありましたが、
そのなかでも決して描くことを諦めませ
んでした。妥協のない芸術表現を追い続
け、どこまでも画工として誇りある職人
気質を貫き、画家人生を全うしました。

５ 月１８日は、ICOM（国際博物館会
議）が定めた「国際博物館の日」です。
その活動に賛同する世界中のミュージア
ムでさまざまな行事が開催されるこの
日、ちひろ美術館・東京では、例年「た
てもの探検ツアー」を開催してきました。
このツアーでは、建物そのものの特徴や
魅力、建築家の想い、建物とともに歩ん
できたちひろ美術館の歴史について、普
段は入ることのできないバックヤードも
含め、実際に館内をめぐりながら紹介し
ます。今年はコロナ禍を経て ４年ぶりと
なる実地開催でしたが、平日にもかかわ
らず２５名もの方が参加しました。にぎや
かなイベントのようすを紹介します。
多目的展示ホールからスタートしたツ
アーは、展示作品に背を向け、床や壁、
天井に注目してもらうという、美術館の

イベントとしては少し不思議なスタート
となりました。最初に紹介したのは、建
物を支える柱です。ちひろ美術館・東京
は、狭い空間をできるだけ広く感じられ
るよう壁を最小限にし、柱がむき出しに
なっています。十字型の柱（熱押し出し
鋼柱）は、耐久はもちろん、館内の雰囲
気に合わせた意匠も優れています。さら
に、木目を写し取ったコンクリート壁、
年を経て深い色合いになった床材……。
普段は見過ごしてしまう場所に光る職人
技や、建築家・内藤廣が随所に込めた想
いと工夫を紹介しました。
続いて「ちひろのアトリエ」へ。今回

は特別におひとりだけアトリエのなかへ
招待するサプライズも。ちひろの画机に
向かい合う応接椅子に腰かけた参加者か
らは「ゆったりと深くすわれて、今見ても

モダンな椅子ですね。まさか本当にすわ
れるなんて！」と笑顔があふれました。
新緑の「ちひろの庭」をひと回りした

後、いよいよバックヤードとなる ３階
へ。残念ながらこの日は西の空に雲がか
かり、富士山は見えませんでしたが、上
から建物を見下ろすと、 ４棟が並ぶ複雑
な構造であることがよくわかりました。
ご来館の際には、展覧会はもちろん、

多くの方の想いや工夫が込められている
建物にもご注目ください。�（宗像仁美）

左：図 1 　猿と兎姿の少女　1920年頃　個人蔵
右：図 2  「ペコ・ポンポン」( 朝日新聞社 ) より　19３４年

企画展「没後５０年 初山滋展 見果てぬ夢」関連イベント
２０２３年 ３ 月２６日（日）　講演会（オンライン）「初山滋の魅力」

２０２３年 ５ 月１８日（木）　国際博物館の日　たてもの探検ツアー



５

いわさきちひろ
『わたしのえほん』
扉の少女像と
いちばん好きな先生

＊『わたしのえほん』は、現在、
新日本出版社から刊行されて
います。

この度、ちひろが半生を描いた
絵本『わたしのえほん』の扉絵の
原画と、この本に登場する小学校
のときの先生にちひろが宛てた ４
枚のはがきが寄贈されました。

『わたしのえほん』は当初、衆
議院議員の夫・松本善明の人柄を
知ってもらうパンフレットとして
企画されましたが、自分の作品と
して納得できるものをつくりたい
と、ちひろが精力的に取り組んだ
絵本です。1969年に少部数で出版、
19７３年に講談社＊から改訂出版さ
れ、全国的に流通していきます。

しかし改定版にはこの少女像は
収録されず、ちひろの親しい知人
の手に渡ったのでした。

ちひろが長谷戸小学校 ３ 年生の
ときの恩師に送った絵はがきに
は、再会のうれしさがあふれてい
ました。

「三十何年ぶりでお目にかかれ
たお友達と先生達、ただ感動で一
パイでした。」

「静岡はあたたかくてきっとき
れいな秋でしょうね。先生のあと

について写生にでかけた小さかっ
たころのこと、このごろしみじみ
なつかしく思い出しています。」

『わたしのえほん』のなかで「い
ちばん好きな先生」とちひろにい
わしめた「絵の好きな先生」です。

同時期にちひろの珠玉の想い出
が帰ってきました。

 （徳永美幸）

新収蔵
作品紹介⑤

ひとこと
ふたこと
みこと

３月２４日（金）
「ひとことふたことみこと」に書
いた３1年前の自分に会いにやって
きました。あのときに書いた、結
婚をして子どもを産んで、おだや
かな日を過ごす願いは叶いまし
た。61歳になりました。ここは少
しも変わっていないですよね。こ
れからもずーっと。 （森直美）
３月２８日（火）
久しぶりに見る美しい水彩画はお
だやかにやさしい気持ちにさせて
くれます。ちひろさんも家族や子
どもたちを想っていたことがよく
分かりました。にじんだ水彩の美
しさと対照的な鉛筆の力強い線が
印象に残りました。 （平池暁子）
３月２９日（水）
ちひろさんがあこがれていた初山
滋の展覧会。ちひろさんとも重な

る生きることが輝いている絵の数
々。心美しく生きることをあきら
めずに生きていこうと改めて思わ
せてもらいました。 （加寿子）
３月２９日（水）
ちひろさんの絵が大好きです！ち
ひろさんは水さいを使っていると
聞きました。だからほんわかして
いて、色々な色がまじりあうすて
きな絵ができるのですね。母によ
ると 1 ～ 2 才からこの美じゅつ館
に来ていたそうです。今年もたく
さん、ここに来たいと思います。
 （小学 ３ 年生　女の子）
４月８日（土）
職場の人間関係に疲れ果て、美術
館に参りました。やさしい色彩、
やわらかな表情の子どもたち。頑
なだった心が少し解けたような気
がします。 （なな）

５月６日（土）
子どもたちの母子手帳の絵がちひ
ろさんです。初めて見たとき、こ
んなかわいい子がうまれてくるん
だと心があたたかくなったことを
覚えています。 （セキネハスミ）
５月６日（土）
この春から小学校の図工の教員
に。子どもたちと絵を描いていて
心から思うのは、子どもたちの感
性、世界の豊かさです。少しでも
「子どもらしい」のびのびとした
暮らしを送れることを願いながら
授業をしています。 （佐藤知弘）
５月２１日（日）
僕自身、紙芝居をつくっているの
ですが、ちひろさんが絵をてがけ
た「お母さんの話」が出版紙芝居
では一番好きです。初めて見たと
き涙しました。 （大谷祐人）

３月１８日（土）
2 ヵ月の冬期休館を経て、待ちに
待った展示がオープン。「ちひろ　
光の彩

いろどり

」と同時開催の「没後５0年　
初山滋展　見果てぬ夢」では、繊
細でありながら大胆かつ自由な初
山滋の作品とともに、懐かしさと
洗練されたモダンさをあわせ持つ
独特の空間が広がる。
４月２５日（火）
下石神井小学校 ４ 年生の図工の時
間に出張、同校では久しぶりの出
前授業を行った。スライドでの美
術館紹介ののち、ちひろのにじみ
の水彩技法を体験してもらう。

５月８日（月）
先日出前授業を行った下石神井小
学校 ４ 年生の 2 クラスが来館。解
説のあと館内を自由にまわる。気
に入った絵をじっくり鑑賞する
子。お友だちと楽しそうにことば
を交わしながら絵を見る子。スタ
ッフに積極的に質問してくる子
も。休館日の館内を巡る子どもた
ちの姿に思わず笑みがこぼれる。
５月１７日（水）
ＮＨＫ朝のドラマの影響か、お客
さまから牧野記念庭園への行き方
を尋ねられることが増えた。美術
館の庭に咲く花について聞かれる
ことも心なしか多い気がする。庭
の植物のお世話をする園芸ボラン
ティアを募集したところ、定員を
はるかに超える応募があった。ち
ひろと同じように花を愛するやさ
しい心の人たちがたくさんいらっ
しゃることを実感し、あたたかく

幸せな気持ちになる。
５月１８日（木）
国際博物館の日。当館では特別な
催しとしてたてもの探検ツアーを
開催（詳細はＰ．４ ）。
５月２１日（日）  時々 
石神井氷川神社にて開催の “ 井の
いち ” に ４ 年ぶりに参加し、ちひ
ろの水彩技法を使ったうちわづく
りのワークショップを出店。会場
の境内では、音楽の演奏や朗読劇
なども開催され、こもれびのなか
で家族づれが思い思いに休日のひ
とときを楽しんでいた。

美術館
日記

今春ちひろの庭に仲間入りしたつるバラ
のアイスバーグ
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CONTENTS 〈展示紹介〉〈企画展〉はじめてみる、ちひろの世界。いわさきちひろ×佐藤卓＝展／ちひろ美術館コレクション　衣装あれこ
れ涯世界の絵本展…許距鋸
〈活動報告〉２０１６年「夏トットちゃんの広場」オープン・プレイベント…鋸
ちひろを訪ねる旅５８／ひとことふたことみこと／美術館日記…漁

●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
美術館だより

No.83
2015.7.1

ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

●次回展示予定 2023年10月7日（土）～2024年1月14日（日）
いわさきちひろ やさしさと美しさと ちひろ美術館セレクション 

2010→2021 日本の絵本展
2011年の東日本大震災から始
まった激動の2010年代。子ど
もを取りまく環境が変化する
一方、画家たちは新しいテー
マや表現に挑戦し、絵本を通
して今を生きる子どもたちに
向けたメッセージを発信し続
けてきました。 ３ 年の延期を
経た本展では、2010～2021年
の絵本や作家を紹介します。

〈ちひろ展 関連イベント〉
●わらべうたあそび
○日時： 7 月15日（土）11：00～11：40
○講師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対象： 0 ～ 2 歳児と保護者
○定員： 8 組16名
○参加費：無料（入館料別）
○申し込み：要事前予約（公式サイト、TEL. にて 6 /15より受付）

○日時： 9 月10日（日）11：00～11：３0
○定員：15名（先着順）
○参加費：無料（入館料別）

●開館記念日・たてもの探検ツアー

○日時： 9 月18日（月・祝）65歳以上入館無料
●敬老の日

CONTENTS 〈展示紹介〉ちひろ　子ども百景…❷／谷内こうた展　風のゆくえ…❸／〈活動報告〉講演会（オンライン）「初山滋
の魅力」／国際博物館の日　たてもの探検ツアー…❹／ひとことふたことみこと／美術館日記／新収蔵作品紹介…❺
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〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

掲載内容は予告なく変更する場合があります。最新情報につきましては、公式サイトをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。
TEL.0３―３995―0612　chihiro.jp

ちひろ美術館・東京イベント予定
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○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

各イベントのご予約・お問い合わせは、ちひろ美術館・東京イベント担当へ。

● いわさきちひろ展 —ちひろの描いた世界と日本のおはなし―

○会場：西田美術館（富山）
○期間： 7 月22日（土）～ 9 月 ３ 日（日）
○お問い合わせ先：TEL.076―472―4３52

〈他館での展覧会〉

○日時： 8 月 6 日（日） 
14：00～14：３0

○講師： 松本猛（ちひろ美術館
常任顧問）

○定員：15名
○参加費：無料（入館料別）
○申し込み：当日受付

●松本猛ギャラリートーク
○日時： 8 月 8 日（火）  

11：00～11：20／ 
14：00～14：20

○定員：各回15名
○参加費：無料（入館料別）
○申し込み：当日受付

●ちひろ忌・アトリエトーク

○ 日時：第 1 ・ ３ 土曜日
　14：00～14：３0
○定員：15名
○参加費：無料（入館料別）
○申し込み：当日受付

●ギャラリートーク
○日時： 第 2 ・ 4 土曜日　 

11：00～11：３0
○定員：15名　
○参加費：無料（入館料別）
○申し込み：当日受付
○協力： NCBN（ ね り ま 子 ど

もと本ネットワーク）

●絵本のじかん

○日時： 9 月10日（日）14：00～15：３0
○講師： 市河紀子（フリーランス編集者）、千葉美香（偕成社編集部）、

柴田こずえ（フリーランス編集者）
○定員：ちひろ美術館・東京 図書室20名、オンライン80名
○参加費：800円（入館料別）
○申し込み：要事前予約（公式サイト、Peatix にて 8 /10より受付）

●鼎談　編集者が語る 谷内こうたと絵本の魅力

〈谷内こうた展 関連イベント〉
●講演会　ボンジュール こうたさん！－父と絵本の旅－
○日時： 7 月 9 日（日）14：00～15：00
○講師：谷内草

そ う

（ガリマール出版社児童局）
○ 定員： ちひろ美術館・東京 図書室20名、 

オンライン80名
○参加費：800円（入館料別）
○申し込み： 要事前予約（公式サイト、Peatix 

にて 6 / 9 より受付）

●『谷内こうた　風のゆくえ』
○著者：谷内こうた　○監修：ちひろ美術館　○発行
所：平凡社　○発行日：2022年 9 月 7 日　○価格：
2420円（税込）　○体裁：B 5 変型版128ページ

〈展覧会関連書籍〉

植田真　『ひばりに』（アリス館）より　2021年　
個人蔵

「私は私の絵本のなかで、い
まの日本から失われたいろい
ろなやさしさや、美しさを描
こうと思っています。」（1972
年）とちひろは語りました。
それから51年。ちひろの絵や
絵本に描かれた「やさしさ」
や「美しさ」について考えます。いわさきちひろ　ゆびきりをする子ども　

1966年
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主催　上市町・西田美術館　共催　北日本新聞社


